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新国三千代)1014

課題(1014)展開(1015)成果(1017)今後の課題
(1018)

3.3文検索ｼｽﾃﾑ(SCAT-IR)の応用(田中-
･赤石義紀.玉垣良三.永田忍.坂東弘治.
樋浦順)1018

課題(1018)展開(1018)結果(1019)今後の課題
(1022)

3.4引用に基づく研究動向の試論(田中一.玉
垣良三)1022



課題(1022)展開(1022)成果(1024)今後の課題
(1024)

3.5成果1024

3.6今後の問題1024

成果の発表1024

4.素粒子物理学におけるﾌﾟﾚﾌﾟﾘﾝﾄ利用の

現状と将来(田中一･位田正邦.小沼通二)

1024

課題(1025)展開(1025)成果(1026)今後の課題
(1028)

成果の発表1028

5.問題向きﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語EQL/I1028

5.1課題EQL/I言語の外部仕様1029

課題(1029)展開(o29)成果(1030)今後の課題
(1032)

5.2課題EQL/Iﾌﾟﾛｾｯｻの開発1032ヽ

課題(1032)展開(1033)成果(1033)今後の課題
(1034)

5.3今後の課題1034

文献.成果の発表1035

6.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ相談の機械化1035

6.1実行時ｴﾗｰに関する調査研究(小野周他)

1036

課題(1036)展開と成果(1037)

6.2ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ相談ｼｽﾃﾑの作成(小野周他)
1040

課題(1041)展開(1042)成果(1043)今後の課題
(1052)

成果の発表1053

第3章化学における情報処理D-3班.代表者藤原鎮男

1.化学における情報処理(藤原鎮男)1055

1.1本研究の背景1055

はじめに(1055)宮城教育大:CHEMICS-F(1056)
用語(阪大･湯川泰秀教授)(1056)NMRﾃﾞｰﾀ.ﾍﾞｰ
ｽ(1056)数値ﾃﾞｰﾀ(1057)日米ｾﾐﾅｰおよび大

ﾃﾞｰﾀ.ﾍﾞｰｽ国際会議(1057)ｲﾝﾌﾟｯﾄ(1058)
結言(1058)

1.2学術情報処理体制1059

1.3｢化学情報処理｣の研究の深化1059

化学に用いらるべき言語(表現形式)(1059)ｺｰﾄﾞ
相互変換(1059)ｲﾋ学情報の種類(1059)

2.TX⊃OL-IRﾕｰｻﾞの組織化(藤原鎮男･辻和

郎)1060

2.1現況1060

2.2個人ﾚﾍﾞﾙでの組織化情報1060

2.3研究室ﾚﾍﾞﾙでの組織化1061

2.4総合研究ﾚﾍﾞﾙでの組織化1065

3.TSS端末の使用によるCASﾃﾞｰﾀ.ﾍﾞｰ

ｽ検索の結果について(山崎昶)1067

4.電気化学ﾃﾞｰﾀの検索(田中信行.山田明文･

加藤良清.坂田真人)1076

4.1はじめに1076

4.2東北大学大型計算機ｾﾝﾀｰのTSSを利
用した電気化学ﾃﾞｰﾀ検索ｼｽﾃﾑ1076

4.3ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ･ﾐﾆｺﾝﾋﾟｭｰﾀを用いる
電気化学ﾃﾞｰﾀ検索ｼｽﾃﾑ1078

4.4成果1081

4.5今後の課題1083

文献.発表1083

5.CHEMICS-F(有機化合物構造決定ｼｽﾃ

ﾑ)(佐々木慎一.阿部英次)1084

5.1要旨1084

5.2はじめに1084

5.3ｼｽﾃﾑの実際1085

1NPuT(1085)DATAANALYS1S(1(X15)

STRUCTUREGENERATOR(1086)FILE

SEARCH(1087)

5.4CHEMICS-F1089

5.5おわりに1089

文献1090

6.ﾄﾎﾟﾛｼﾞｶﾙ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽによる図形情

報処理とその周辺の問題の解析(細矢治夫)

1091

6.1序論1091

化学における図形情報の意義と問題点(109D本報告

の構成(109D

6.2Ringlndex中の環化合物の分布1092

6.3高次ﾄﾎﾟﾛｼﾞｶﾙ.ｲﾝﾃﾞｯｸｽ1094

6.4大次元ﾈｯﾄﾜｰｸのﾄﾎﾟﾛｼﾞｶﾙ.ｲﾝ

ﾃｯｸｽ1097

6.5結語1097

文献〔発表論文〕〔口頭発表(学会のみ)〕1098

7.有機化合物名の機械表記(湯川泰秀)1099



第4章地質科学における学術ﾃﾞｰﾀ情報処理D-4班.代表者弘原海清

1.研究.開発動向1103

2.六甲山地の地形.地質情報処理のためのﾃﾞ

ｰﾀ.ﾌｧｲﾙ(RKTOPF,RKGEOF)の

形成(平野昌繁.横田修一郎)1106

2.1はじめに1106

2.2展開1106

地形.地質ﾃﾞｰﾀからみた六甲山地(1106)地形ﾃﾞｰ
ﾀ(1106)地質ﾃﾞｰﾀ(1106)

2.3成果1108

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｧｲﾙの形成(1108)入力補助ｼｽﾃﾑ(1109)
ﾃﾞｰﾀ解析処理の例(1110)

2.4今後の課題1110

3.土質柱状図資料ﾌｧｲﾙの作成および蓄積

.検索ｼｽﾃﾑの開発(幾志新吉)1110

3.1ﾘﾌｧﾚﾝｽ･ｾﾝﾀｰの構想1110

3.2ﾌｧｲﾘﾝｸﾞ1111

3.3入力ｺｰﾄﾞ1111

3.4検索出力例1112

土質断面図(1112)N値等深線図(1113)その他(1113)

3.5ﾏﾝﾏｼﾝ.ｼｽﾃﾑ1113

4.松代地震文献資料の蓄積･検索ｼｽﾃﾑ

(渡辺一郎)1114

4.1課題1114

4.2展開1114

ｷｰﾜｰﾄﾞ(1114)漢字表示(1115)牛-ﾜｰﾄﾞ連結
記号(1115)開いたｼｿｰﾗｽ(1116)

4.3成果および今後の課題1116

5.学会協力に基づく古生物学文献情報ﾌｧｲ

ﾙ形成(氏家宏･小高民夫)1116

5.1はじめに1116

5.2作業の展開1116

5.3今後の方針1116

6.図式汎用地質科学ｼｿｰﾗｽの開発の現状

とそれにまつわる問題について(矢部之男)

1117

6.1はじめに1117

6.2図式汎用ｼｿｰﾗｽの開発1117

その背景(1117)開発の経緯(1118)

6.3成果1118

地質科学におけるﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀ(1118)地質科学が

もっ概念の多様性(1119)

6.4今後の課題1120

汎用ｼｿｰﾗｽ用のﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀの数について
(1120)地質科学者と地質科学ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｽﾄ
との協力について(1120)

参考文献1120

7.地学用汎用ﾃﾞｰﾀ.ﾍﾞｰｽ.ｼｽﾃﾑ(GEO

DAS-DCRF)の開発(弘原海清.宮脇冨士夫.

村山秀次郎･東谷勝)1120

7.1課題1120

7.2展開1121

研究者ﾌｧｲﾙの蓄積と組織化(1121)研究者ﾌｧｲ
ﾙのﾃﾞｰﾀ構造の蓄積と組織化(1123)質問文および
利用者の組織化(1123)

7.3成果1126

7.4今後の課題1126

7.5文献1127

8.地質学用ﾊﾟｯｹｰｼﾞ.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発

(西岡幸一.山本嘉一郎.西脇ﾆｰ)1127

8.1課題1127

8.2展開1127

ﾊﾟｯｹｰｼﾞの被処理ﾃﾞｰﾀと処理内容(1127)ﾊﾟｯｹ
ｰｼﾞの仕様(1127)ﾊﾟｯｹｰｼﾞの開発計画(1127)

8.3成果1128

8.4今後の課題1128

処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの追加接続による処理機能の向上(1128)
中型機用ﾊﾟｯｹｰｼﾞの開発(1128)ﾊﾟｯｹｰｼﾞの会話
ﾓｰﾄﾞ化(1128)

9.地質学用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの集収と配布(西岡幸一.

山本嘉一郎･西脇ﾆｰ)1129

9.1課題1129

9.2展開1129

9.3結果1129

9.4今後の課題1129

配布ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの充実(1129)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの小型化(1129)

文献1129

10.成果1130

11.今後の課題1131

11.1研究者ﾌｧｲﾙ関係1131

11.2GEODAS,GEOPAK関係1131



第5章政治社会事象の予測に釦けるｺﾝﾋﾟｭｰﾀの利用とその組織化

D-5班.代表者関寛治

1.はじめに1133

2.ｻｰﾍﾞｲ.ﾃﾞｰﾀ,ｱｸﾞﾘｹﾞｰﾄ.ﾃﾞｰﾀ

1134

2.1H1TAC版SPSS(StatisticalPackageFor

TheSocialSciences)の作成(広瀬弘忠)

1134

ｿｰｽ.ﾌｧｲﾙへの変換(1134)ｱｾﾝﾌﾞﾗｰ部分

の書換え作業(1136)ﾌｫｰﾄﾗﾝ部分のﾃｽﾄ(1136)

全ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝのﾘﾝｸ(1138)ﾃｽﾄ･ﾗﾝによる

修正(1141)

参考文献1141

2.2SPSSによるｻｰﾍﾞｲ･ﾃﾞｰﾀの情報検索

ｼｽﾃﾑ(三宅一郎)1141

SPSSを用いた理由(1141)成果(1142)

参考文献1145

2.3二次計画と選挙分析Program(高畠通敏)

1145

参考文献1146

2.4地盤分析(高畠通敏)1148

参考文献1148

3.ｷｬﾘｱ型ﾃﾞｰﾀの集積.処理および分析

(直井優)1150

3.1研究の目的1150

3.2ｷｬﾘｱ型ﾃﾞｰﾀの収集1150

3.3ｷｬﾘｱ型ﾃﾞｰﾀの処理1151

3.4ｷｬﾘｱ型ﾃﾞｰﾀの分析1152

参考文献1153

4.歴史的時系列ﾃﾞｰﾀ(松井透)1153

4.1問題点の要約1153

4.2問題点の解説1153

4.3付録1155

5.ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ.ﾃﾞｰ夕の情報検索とﾓﾃﾞ

ﾙ建設のためのｼｽﾃﾑ開発(関寛治)

1158

参考文献1163
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